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「やってみよう！」を支えるもの 
                                                               副校長 角皆 裕文 

 

「先生、ここ家族と何回も来たことあるけど、今日が一番楽しい！」 

６月上旬、２年生と遠足に行ってきました。普段職員室にいることが多く、着任以来なかなか子

どもたちと直接関わることがなかったので、遠足引率は瀬ケ崎小の子どもたちのことをよく知る貴

重な機会となりました。冒頭のつぶやきは、レインコート

を着て移動する際、ある児童が発したものです。 

残念ながら雨に見舞われてしまいましたが、キラキラ

と光るイワシの群れに「スイミーみたい！」と歓声を上げ

たり、水辺の生き物に実際に触れてみたり、目一杯楽しむ

姿がみられました。また、雨宿りをしながらアクアスタジ

アムでショーの開始を待つ間、大型スクリーンに映し出さ

れる映像に合わせて、立ち上がって一緒に踊り出す場面も

ありました。 

 

中旬には５年生と一緒に三浦宿泊体験学習に参加し

ました。こちらはぐっと逞しい姿の仲間たちが“協力”

をテーマに様々な活動に挑みました。行程中、天候には

恵まれたのですが、風が強すぎたため予定されていた活

動のいくつかは変更になりました。しかしながら、子ど

もたちは不満をもらすわけでもなく、それぞれの活動に

夢中で取り組んでいたのが印象的でした。 

 

これらの子どもたちに共通して感じられたのは、「目

の前のことを肯定的に受け入れる心」です。自分の望ま

ないもの、予期しないものや状況を目前にした時、私たち大人は、他人と比べてしまったり、デメ

リットを探してしまったりして、素直に受け入れることができないことが多くあります。比べて、

前述の子どもたちは「やってみよう！」と、与えられた環境を肯定的に受け入れる力をもっていま

した。 

 

「子どもは素直だから」と、よく言いますが、その素直さ（＝肯定的に受け止める心）は生まれ

つきのものではなく、生まれてから与えられる周囲からの愛情（肯定的な関わり）によって育まれ

た「自尊感情（自分を大切に思う気持ち）」によるものだとも考えられます。自分自身が満たされ

ているから、相手のよいところを見つけられる。相手との違いを受け入れられる。自分自身が満た

されているから、失敗を恐れずに新しいことにチャレンジできる。 

子どもたちの生まれもった性格や力は様々ですが、それぞれの子どもたちがよいところを自覚で

き、自信をもって力を発揮できる環境を作っていくのが、私たちの使命なのだと改めて強く感じま

した。 


